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『v9 睡図』 

中国唐代、天台山国清寺の僧で 

身の丈が七尺もあリ、虎にのって 

寺に入リ衆僧を驚かせたという禅 

僧豊干（ぶかん）は、寒山・拾得の 

真の理解者であったといわれる。 

マ9者がま さに一丸となって眠れ 

るまう、世の中、社会がこのまう 

な平和な昭和61年であってほし、、 

と願う気持ち。 
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20歳の同窓会そして大人への旅立ち・・・ 

Lets Gd 成‘人・式 

遠く町外で就職や就学している人 

たちに、ひとりでも多く出席しても 

らおうと、赤池町恒例の「松の内成 

人式」。今年も次のとおり行われます。 

ー生に一度の節目。「成人式」へGO .くノ 

●と き‘ 1 月3日 10:のから 

●ところ】赤池町同和対策中央 

研修所 

●該当者】S .40.4.2からS.41. 

4.1 までに生れた人 
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父
 

勤
率
あ
る
荷
財
敷
運
営
を
 

一
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
 

い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
る
に
 

あ
た
り
町
議
会
を
代
表
し
て
新
年
の
ご
 

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

昨
年
は
地
方
の
行
財
政
を
と
り
ま
く
 

環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
 

お
り
、
議
会
も
町
当
局
と
一
丸
と
な
っ
 

て
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
 

努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
明
る
い
み
と
 

お
し
が
、
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
実
情
 

で
あ
り
、
財
政
の
危
機
、
行
政
改
革
な
 

ど
の
厳
し
い
声
を
聞
き
な
が
ら
昭
和
六
 

十
一
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
国
に
お
い
て
 

は
本
年
度
も
引
き
続
き
地
方
に
対
し
て
 

補
助
金
の
削
減
な
ど
の
厳
し
い
姿
勢
を
 

と
っ
て
お
り
、
経
済
の
成
長
が
余
り
期
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赤
熟
題
長
一
他
凄
一
揮
昭
一
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
 

い
ま
す
。
 

昭
和
六
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
 

ん
で
町
民
の
み
な
さ
ま
に
新
年
の
ご
挨
 

拶
を
中
し
上
げ
ま
す
。
 

す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
、
本
町
を
 

と
り
ま
く
諸
情
勢
は
長
期
化
す
る
経
済
 

不
況
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
 

の
と
な
っ
て
お
り
、
反
面
、
行
政
需
要
 

は
年
々
、
質
・
量
と
も
に
複
雑
多
岐
な
 

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
く
 

赤
字
財
政
の
中
に
あ
っ
て
山
積
す
る
課
 

題
に
ど
う
取
り
組
む
か
が
、
行
政
の
リ
 

ー
ダ
ー
と
し
て
の
私
の
使
命
で
あ
り
ま
 

す
こ
と
を
考
え
ま
す
と
き
、
新
年
を
迎
 

え
、
更
に
決
意
新
た
に
躍
進
の
気
が
ま
 

え
を
覚
え
ま
す
。
 

本
年
も
昨
年
同
様
、
最
重
点
課
題
と
 

し
て
財
政
の
建
て
直
し
を
図
り
な
が
ら
 

行
政
の
諸
施
策
に
と
り
組
み
た
い
と
考
 

え
て
お
り
ま
す
。
 

“
最
少
経
費
で
最
大
 

効
果
（
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
行
政
と
町
民
 

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
赤
池
町
 

の
実
情
に
則
し
た
計
画
行
政
を
推
し
進
 

め
、
効
率
あ
る
財
政
運
営
を
図
り
た
い
 

所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
計
画
行
政
を
推
し
進
め
る
た
め
 

に
も
、
現
在
、
町
の
長
期
展
望
を
見
通
 

し
た
「
第
二
次
赤
池
町
総
合
計
画
」
を
 

) 

待
で
き
な
い
今
日
、
こ
う
し
た
動
き
は
 

今
回
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
 

す
。
本
町
で
も
こ
う
し
た
現
状
の
中
で
 

の
住
民
福
祉
は
満
足
の
い
く
施
策
は
難
 

か
し
い
も
の
が
あ
り
町
民
の
皆
様
に
も
 

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
 

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
議
会
と
 

し
ま
し
て
は
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
 

今
後
も
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
、
要
望
 

等
を
十
分
聞
き
町
政
に
反
映
さ
せ
て
明
 

る
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
ま
い
進
し
 

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

本
年
は
体
育
関
係
者
待
望
の
勤
労
者
 

体
育
セ
ン
タ
ー
が
、
現
在
の
町
民
会
館
 

の
裏
に
完
成
い
た
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
 

地
域
の
集
会
施
設
等
も
予
定
さ
れ
て
お
 

り
ま
す
が
工
場
誘
致
の
実
現
な
ど
に
も
 

2 ．講演 

策
定
中
で
あ
り
ま
す
が
、
計
画
は
策
定
 

す
る
段
階
も
重
要
な
こ
と
な
が
ら
、
い
 

か
に
機
能
的
に
実
現
に
向
け
て
、
 
一
丸
 

と
な
っ
て
い
く
か
も
大
切
で
す
。
 

そ
れ
に
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
と
行
 

政
の
各
分
野
が
一
体
と
な
ら
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
み
な
さ
ま
方
の
深
 

い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お
願
 

い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
今
年
始
め
か
ら
昭
和
六
十
一
一
 

年
度
末
に
か
け
て
、
瀬
ケ
谷
地
区
に
あ
 

り
ま
す
赤
池
工
場
団
地
用
地
の
造
成
が
、
 

地
域
振
興
整
備
公
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
 

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 
こ
れ
に
 

よ
り
赤
池
町
の
産
業
振
興
の
要
め
と
な
 

る
工
場
の
誘
致
が
具
体
化
し
、
将
来
的
 

展
望
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
 

り
ま
す
。
 

“
よ
う
こ
そ
赤
池
町
へ
（
と
 

題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
出
来
上
り
、
 

企
業
誘
致
へ
向
け
て
全
勢
力
を
傾
け
た
 

い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

我
が
町
“
赤
池
町
〉
を
よ
り
良
く
、
 

よ
り
明
る
く
住
み
や
す
い
町
に
す
る
た
 

め
に
、
更
に
飛
躍
向
上
の
年
に
し
た
い
 

所
存
で
す
の
で
、
本
年
も
町
民
の
皆
さ
 

ま
と
共
に
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
た
い
と
 

存
じ
ま
す
。
 

力
を
入
れ
、
若
い
人
達
が
定
着
す
る
町
 

づ
く
り
に
努
力
を
い
た
し
ま
す
。
 

ま
た
、
石
炭
六
法
や
地
域
改
善
特
別
 

措
置
法
な
ど
の
時
限
立
法
は
、
昭
和
六
 

十
二
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
期
限
 

切
れ
も
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
鉱
害
復
 

旧
事
業
や
同
和
対
策
事
業
な
ど
が
全
く
 

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
事
 

業
に
依
存
し
て
い
る
本
町
に
と
っ
て
は
 

死
活
問
題
で
あ
り
ま
す
。
田
川
の
浮
揚
 

と
再
生
を
か
け
て
今
年
は
ま
さ
に
正
念
 

場
に
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
町
 

民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
 

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
昭
和
六
十
一
 

年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
な
年
で
 

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
 

私
の
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

純真女子短期大学 

助教授 

川原梨治氏 

「若者へ贈る言葉」 
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わ
た
し
た
ち
は
、
二
十
歳
に
な
る
 

と
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
 

て
投
票
を
す
る
こ
と
で
国
の
政
治
や
 

地
方
自
治
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
 

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

し
か
し
、
実
際
に
投
票
で
き
る
よ
 

う
に
な
る
に
は
、
 

「
選
挙
人
名
簿
」
 

に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
 

資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

①
そ
の
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
日
 

本
人
で
②
三
カ
月
以
上
住
民
基
本
台
 

帳
（
住
民
登
録
）
に
登
録
さ
れ
て
い
 

る
③
満
二
十
歳
以
上
の
人
 

毎
年
九
月
（
選
挙
が
あ
れ
ば
、
そ
 

の
直
前
）
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

一
度
名
簿
に
登
録
さ
 

れ
る
と
、
住
所
を
変
え
な
い
限
り
永
 

久
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
 

大
切
な
選
挙
権
を
有
効
に
使
う
た
 

ちの力 

〕・●‘<}'v 

・
 

警「●一に級一 

、
〉
・
マ
〈
〕
中
、
 

め
に
も
、
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
を
 

変
え
た
と
き
は
、
必
ず
住
民
票
の
移
 

動
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
 

「
だ
れ
に
投
票
し
て
も
同
 

じ
こ
と
」
 
と
棄
権
し
て
し
ま
う
人
が
 

い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
あ
な
た
の
意
 

見
は
少
し
も
政
治
に
反
映
さ
れ
ま
せ
 

ん。 二
十
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
こ
れ
 

か
ら
は
選
挙
の
た
び
に
あ
な
た
の
手
 

元
に
 
「
投
票
所
入
場
券
」
が
送
ら
れ
 

て
き
ま
す
。
立
候
補
者
を
よ
く
知
り
、
 

自
分
の
代
弁
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
 

人
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

成
人
の
自
覚
を
行
動
に
 

ー 

【 

ー
ば
た
ち
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
 

会
社
や
役
所
、
学
校
 

国
民
年
金
に
は
、
強
制
加
入
と
任
 

”
」
」
「
画
」
謡
 

厚
生
年
金
、
共
済
組
合
 

》
つ
 
と
い
っ
た
年
金
に
自
動
 

意
加
入
が
あ
り
、
加
入
者
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

●
強
制
加
入
の
人
 

▼
農
林
・
漁
業
、
自
営
業
、
自
由
業
な
 

的
に
加
入
し
て
い
ま
す
》
 

ど
を
営
む
給
与
所
得
者
以
外
の
人
、
 

社会に生かせ は た 

成人お めで と 
し
か
し
、
そ
の
他
の
方
 

は
、
は
た
ち
に
な
る
と
 

国
民
年
金
に
加
入
し
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

将
来
、
あ
な
た
の
老
 

後
の
生
活
を
支
え
る
こ
 

と
に
な
る
国
民
年
金
は
、
 

は
た
ち
の
あ
な
た
に
と
 

っ
て
も
他
人
事
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
成
人
と
し
 

て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
 

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
 

し
ょ
・
フ
。
 

加
入
手
続
き
は
市
区
 

町
村
で
 

、
 

▼
無
職
の
人
（
二
十
歳
以
上
五
十
九
 

歳
ま
で
の
方
）
 

▼
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
サ
 

ラ
リ
ー
マ
ン
（
給
与
所
得
者
）
 

▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
（
専
業
主
婦
 

で
、
二
十
歳
以
上
五
十
九
歳
ま
で
 

の
方
）
 

●
任
意
加
入
の
人
 

，
昼
間
部
の
学
生
 

◇
 

◇
 

手
続
き
は
、
役
場
の
年
金
係
で
で
 

き
ま
す
。
は
た
ち
に
な
っ
た
ら
国
民
 

年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
。
 

あ
な
た
の
心
を
伝
え
よ
う
 

『
は
た
ち
の
献
血
』
キ
ャ
ン
ぺ
ー
 

昨
年
は
、
全
国
で
一
日
平
均
四
千
 

七
百
八
十
ニ
リ
ッ
ト
ル
（
二
百
叫
の
 

牛
乳
パ
ッ
ク
で
二
万
三
千
九
百
十
本
）
 

も
の
血
液
が
手
術
な
ど
に
使
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

輸
血
用
血
液
は
年
々
増
加
し
て
お
 

り
、
手
術
の
時
に
は
大
量
に
必
要
で
 

す
。
病
気
や
ケ
ガ
で
苦
し
ん
で
い
る
 

人
の
尊
い
命
を
救
う
た
め
、
社
会
の
 

一
員
と
し
て
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
 

、

。

 

・・v 

見
知
ら
ぬ
だ
れ
か
に
、
あ
な
た
の
 

心
の
温
か
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。
 

ン
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十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
、
人
 

権
週
間
で
し
た
。
赤
池
町
で
は
、
こ
の
 

取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
て
、
十
一
一
一
 

日
ま
で
を
「
赤
池
町
人
権
尊
重
旬
間
」
 

と
し
、
各
種
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
 

六
日
に
は
、
町
三
役
、
議
員
、
教
育
 

委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
保
護
司
、
民
 

新しい消防車 
「

 

驚
 

トすばらしい人権ポスターや作文を発表してくれた小・中学生のみなさん‘ 自
隷
 

生
委
員
な
ど
、
総
勢
約
五
十
人
の
み
な
 

さ
ん
が
、
十
五
台
の
車
に
分
乗
し
て
町
 

内
を
パ
レ
ー
ド
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
 

町
内
の
各
所
で
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
 

ペ
ー
パ
ー
を
配
布
し
て
人
権
意
識
の
高
 

揚
を
訴
え
ま
し
た
。
 

七
日
に
は
、
 

「
人
権
を
尊
重
す
る
町
 

民
の
つ
ど
い
」
が
中
央
研
修
所
で
開
か
 

れ
、
人
権
旬
間
に
先
だ
ち
小
中
学
生
か
 

ら
募
集
し
た
人
権
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
の
 

発
表
と
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
北
九
州
市
人
権
擁
護
委
員
の
 

加
藤
正
夫
氏
が
、
 

「
私
た
ち
の
生
活
と
 

人
権
」
と
題
し
て
講
演
。
 

「
日
々
の
生
 

活
の
中
に
も
気
が
付
か
な
い
差
別
は
た
 

く
さ
ん
あ
る
。
信
と
愛
と
敬
の
気
持
ち
 

で
、
ま
ず
自
分
に
一
番
近
い
人
の
人
権
 

を
尊
重
し
て
ほ
し
い
。
豊
か
な
人
間
関
 

を
つ
く
る
ス
タ
ー
ト
は
家
庭
か
ら
で
す
」
 

と
父
親
の
役
割
り
を
強
調
。
 

日
野
助
役
は
、
 

『
い
じ
め
』
の
問
題
 

に
触
れ
、
 

「
地
域
社
会
の
連
帯
感
が
薄
 

く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
要
因
の
ー
つ
。
 

幸
に
し
て
当
町
で
は
、
大
き
な
事
件
は
 

な
い
が
、
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
逃
 

さ
な
い
で
、
大
人
の
世
界
か
ら
こ
の
問
 

題
を
見
つ
め
、
豊
か
な
情
操
教
育
に
取
 

り
組
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
で
表
彰
さ
 

) 

ト3 分団に配備された新しい消防車、緊急時も 

迅速に行動できます． 

ト
ー
月
ニ
ト
L

目
、
上
野
小
学
校
運
 

動
場
で
力
ン
馬
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
L
野
小
学
校
児
童
会
が
、
 

「
何
か
み
ん
な
で
楽
し
め
る
催
し
を
」
 

と
、
年
間
行
事
の
ー
つ
と
し
て
全
校
児
 

童
で
行
っ
た
も
の
で
す
。
 

一
年
生
も
六
年
生
の
手
助
け
で
、
自
 

分
で
カ
ン
馬
を
作
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
 

て
全
員
で
ダ
ン
ス
や
通
り
ゃ
ん
せ
あ
そ
 

び
、
お
に
ご
っ
こ
と
楽
し
い
時
間
を
過
 

）
」
し
ま
し
た
。
 

A
全
校
児
童
で
力
ン
馬
を
つ
け
 

「
通
り
ゃ
ん
せ
」
遊
び
A
 

れ
た
み
な
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】
▽
世
良
め
ぐ
み
、
 

太
田
優
子
（
上
野
小
六
年
）
▽
寒
竹
信
 

代
、
山
田
哲
也
（
市
場
小
六
年
）
▽
武
 

末
琴
美
（
赤
池
中
一
年
）
▽
釘
崎
か
す
 

み
（
赤
池
中
二
年
）
 

【
作
文
の
部
】
▽
大
需
い
づ
み
（
上
野
 

小
六
年
）
▽
山
本
さ
よ
り
（
市
場
小
六
 

年
）
▽
田
中
美
穂
（
赤
池
中
一
年
）
▽
 

矢
山
仁
（
赤
池
中
二
年
）
 

【
以
上
十
人
、
敬
称
略
】
 

▼
人
権
意
識
の
高
揚
を
訴
え
 

十
五
台
の
車
で
町
内
を
パ
レ
ー
ド
A
 

赤
池
町
消
防
団
（
谷
富
次
団
長
百
四
 

十
五
人
）
の
第
三
分
団
（
町
部
を
管
轄
）
 

消
防
自
動
車
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
 

旧
消
防
車
は
昭
和
四
十
二
年
に
購
入
 

し
た
も
の
で
老
朽
が
著
し
く
、
緊
急
事
 

態
の
即
応
に
心
配
さ
れ
る
面
が
あ
り
ま
 

し
た
。
 

こ
の
た
め
、
昭
和
六
十
年
度
消
防
施
 

設
等
整
備
事
業
で
、
八
百
二
十
万
円
（
 

う
ち
三
百
八
十
三
万
円
は
国
の
補
助
金
）
 

を
か
け
、
最
新
の
消
防
ポ
ン
プ
車
を
購
 

入
し
ま
し
た
。
 

十
二
月
八
日
、
役
場
で
引
き
渡
し
式
 

が
行
わ
れ
、
正
式
に
第
三
分
団
に
配
備
 

さ
れ
ま
し
た
。
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●と き／1月5日午前9時半から 

●ところ／赤池中学校グラウンド 
（雨天の場合は町民会館） 

※今年は4年に1度、地元赤池町で行われます。 
多数ご見学ください。 

ノ
 

夢
 戸

 
う琴 

戸
ぷ
 

声
稽
 

メ
博
 

戸
 

十
二
月
臨
時
議
会
が
十
二
月
六
日
 

一
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
 
一
般
会
 

計
補
正
予
算
な
ど
二
件
の
議
案
が
上
 

程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
昨
年
の
十
月
十
日
に
死
去
 

さ
れ
た
、
武
末
義
信
議
員
の
追
悼
議
 

決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

⑨
昭
和
六
十
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
井
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
 

億
二
千
三
百
二
万
円
の
追
加
補
正
で
 

予
算
総
額
四
十
三
億
五
千
二
百
四
十
 

三
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

内
容
は
、
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
 

次
回
の
宅
地
分
譲
に
伴
い
、
隣
接
す
 

る
民
間
の
分
譲
地
の
分
と
合
わ
せ
て
 

汚
水
処
理
場
を
合
併
施
工
す
る
た
め
 

の
経
費
で
す
。
 

⑥
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

井
昭
和
六
十
年
度
農
林
業
同
和
対
策
 

事
業
郷
ノ
谷
か
ん
が
い
排
水
路
改
良
 

十
二
月
二
日
に
行
わ
れ
た
入
札
の
 

結
果
、
赤
池
の
同
香
月
建
設
が
落
札
。
 

三
月
二
十
五
日
ま
で
の
工
期
で
工
事
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

工
事
の
工
事
請
負
金
額
が
三
千
万
円
 

以
上
に
な
る
た
め
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑨
追
悼
議
決
井
十
月
十
日
に
病
の
た
 

め
死
去
さ
れ
た
武
末
 
義
信
議
員
の
 

追
悼
議
決
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

代
表
し
て
浦
田
総
務
委
員
長
か
ら
 

追
悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
遺
影
を
抱
 

い
た
長
男
の
武
末
茂
さ
ん
が
お
礼
の
 

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

故
武
末
議
員
は
、
昭
和
五
十
年
四
 

月
初
当
選
。
厚
生
、
総
務
の
常
任
委
 

員
会
副
委
員
長
、
天
郷
青
年
の
家
組
 

合
議
会
議
員
な
ど
を
歴
任
。
当
選
三
 

回
、
五
十
歳
で
し
た
。
 

昨年10月10日 
死去された 

武末義信議員 

J 、 

タコあげ、は 

電線のないところで 

お父さま、お母さま 

へお願い。 

電線の近くでは、タ 

コを絶対あげないよう 

に、お子様へご注意く 

ださい。 

もし、タコが電線に 

かかったら、危険です 

から自分でとらずに、 

最寄りの当社営業所へ 

ご連絡ください。 

●電柱にのぼって取る 

のはやめましょう。 

●電線を竹ざおでつつ 

くのは大変危険ですc 

赤
池
駅
に
新
し
く
駐
輪
場
（
自
転
車
 

・バ 

ク
置
場
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
自
転
車
置
場
は
、
全
国
自
治
宝
 

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
、
地
域
 

住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
助
成
す
 

る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
事
業
 

費
百
六
十
五
万
円
は
、
す
べ
て
宝
く
じ
 

▼
赤
池
駅
踏
切
横
に
 

設
置
さ
れ
た
自
転
車
置
場
A
 

九州電力K .K 

受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。
 

新
し
い
自
転
車
置
場
は
、
赤
池
駅
の
 

稲
荷
坂
踏
切
機
に
二
棟
。
二
十
四
台
と
 

十
二
台
、
合
計
三
十
六
台
の
自
転
車
や
 

バ
イ
ク
が
駐
輪
で
き
ま
す
。
 

み
ん
な
の
自
転
車
置
場
で
す
。
大
切
 

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
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〉
 

つ

れ

づ

れ

に

⑧

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

秋
深
む
気
温
激
変
熱
発
作
 

精
密
の
検
査
速
入
院
冬
に
入
る
 

ひ
 

点
滴
の
毎
日
三
本
窓
小
春
 

ぬ
 

牛
乳
を
温
く
め
身
に
つ
く
冬
ぬ
く
し
 

減
塩
食
た
ゆ
る
も
た
の
し
冬
の
道
 

病
窓
に
授
か
る
小
春
日
和
う
く
 

ナ
ー
ス
 

冬
時
雨
と
お
と
き
心
技
看
護
婦
多
忙
 

暖
房
入
る
点
滴
の
減
リ
生
き
る
自
信
 

立
冬
や
試
歩
の
許
さ
れ
廊
下
一
巡
 

入
院
の
老
い
の
誕
生
日
昼
赤
飯
 

柳
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第2 76 号 

福
祉
手
当
改
正
に
 

つ
い
で
の
お
知
ら
せ
 

福
祉
手
当
は
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
 

め
、
日
常
の
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
 

と
す
る
方
々
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
 

め
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
年
金
制
 

度
が
今
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
に
 

伴
い
、
福
祉
手
当
制
度
も
四
月
よ
り
次
 

の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。
 

0
満
二
十
歳
以
上
で
障
害
福
祉
年
金
（
 

六
十
一
年
四
月
以
後
は
障
害
基
礎
年
金
 

に
変
わ
り
、
額
は
一
級
の
場
合
、
月
額
 

一
万
九
千
八
百
円
か
ら
六
万
二
千
五
百
 

に
ア
ッ
プ
）
受
給
中
の
方
に
つ
い
て
は
 

福
祉
手
当
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

●
在
宅
の
常
時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
 

特
に
重
い
障
害
を
お
持
ち
の
満
二
十
歳
 

以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、
障
害
年
金
受
 

給
の
有
無
に
関
係
な
く
、
月
額
二
万
円
 

が
支
給
さ
れ
る
特
別
障
害
者
手
当
制
度
 

が
新
し
く
で
き
ま
し
た
。
 

●
満
二
十
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、
 

満
二
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
ま
 

で
従
来
ど
お
り
福
祉
手
当
（
月
額
一
万
 

一
千
二
百
五
十
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

0
現
在
、
福
祉
手
当
受
給
中
の
方
で
、
 

い
ず
れ
の
障
害
年
金
も
受
給
さ
れ
て
い
 

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
福
祉
 

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
●
の
特
別
障
害
者
手
当
は
、
 

今
年
一
月
一
日
か
ら
役
場
福
祉
係
で
申
 

請
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

く
わ
し
く
は
、
役
場
福
祉
係
ま
た
は
 

田
川
福
祉
事
務
所
（
4
4
1
2
7
5
9

) 

へ
お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

健康の基本を守りすこやかな1年を 

昭和61年1月1日 け
 

い
 

エ刀 あ
 

リ
反
 

ヒ・亡・ 
広
 

］ら 
(h
) 

【ノ つ」 第
 

エンゼルクイズ 

【第116回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題1 】 

市長が病気のため入院した。助役は2 人い 

るが、職務代理者をきめてなかった。誰が職 

務代理者となるでしょうか。 

A. 筆頭助役 

B， 体力のある若い助役 

【問題2 】 

議会の解散請求をするには、選挙権を有す 

る者の総数のどの数が必要とされるでしょう 

か。 

A 50分の1以上 

B. 3 分の1以上 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ1月16日ま 

でに赤池町総務課文書広報ェンゼルクイズ係 

までお送りください。抽せんで正解者3 人に 

記念品をお贈りします。 

【第115回解答】 

1. B 2. B 

【正解者】 

応募総数8 通のうち正解2 通。次の方に図 

書券をお贈りします。 

レ広畑 良美（緑ケ丘ニュータウン） 

レ脇坂ちふみ（猿 田） 

こバランスのとれた栄養い適度の運動ここ十分な休養この3 つが健康 

の基本です。この3つの条件がうまく保たれてはじめて、健康な生活 

は維持されます。 

健康は自分でつくるもの。ー人ひとりが健康管理について責任をも 

って考え、実行していかなければなりません。 

健康食生活ミ5つの条件ミ 
の条件を守り、いまからでも健 

康的な食生活を実践していきま 

しょう。 

増えつづける成人病を予防す 

るには、若いときからの食習慣 

がいちばん大切です。次の5つ 

所
得
税
の
還
付
申
告
を
す
る
サ
ラ
リ
 

ー
マ
ン
の
た
め
に
、
簡
易
な
申
告
用
紙
 

が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
還
付
申
告
書
を
使
っ
て
申
告
で
 

き
る
の
は
、
年
末
調
整
を
受
け
た
給
与
 

だ
け
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
次
の
事
由
 

で
申
告
す
れ
ば
所
得
税
が
戻
る
人
で
す
。
 

①
 
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
 

繊

爵

 

33
 

鷲
市
慕
 
叫
叫
懲
 

常
見
ギ
す
把
 

「
、
 

じ
 

@8
 

日脂肪は量と質 

を考えて。 

脂肪のとりすぎ 

に気をっけ動物 

性脂肪より植物 

性油を多めに。 

にダA 

影冒 
~‘ー 

②
 
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
 

③
 
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
寄
付
 

を
し
た
と
き
 

④
 
民
間
金
融
機
関
等
か
ら
住
宅
ロ
ー
 

ン
の
融
資
を
う
け
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
 

取
得
し
た
と
き
 

⑤
 
年
末
調
整
後
に
子
供
の
誕
生
な
ど
 

扶
養
親
族
数
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
 

な
お
、
給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
万
 

円
を
超
え
る
人
、
ニ
カ
所
以
上
か
ら
給
 

与
の
あ
る
人
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
 

こ
の
還
付
申
告
書
は
、
大
幅
に
簡
素
 

化
さ
れ
て
お
り
、
記
入
は
原
則
と
し
て
 

一
面
だ
け
で
よ
く
、
ま
た
年
末
調
整
を
 

0 食塩をとりす 

ぎないように。 

食塩はI日lOg 

以下を目標に。 

一廻、、 

を葡＞' 
vう 

襲
翼
m
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踊
 

れ

生

族

に

大

 

．
小
伐
、
じ
～
 

触

食

家

場

を

 

ー
男
r
H
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の

い

を

の

心

 

「
名
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《
山
 

心

し

卓

い

の

 

，
ン
」
査
 

0

楽

食

合

り

 

（n
に
い
、
 

'
 

1' .
I
 受

け
た
所
得
控
除
項
目
は
、
源
泉
徴
収
 

票
の
金
額
を
そ
の
ま
ま
書
き
写
せ
ば
よ
 

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
還
付
さ
れ
る
金
額
の
受
領
の
 

方
法
で
す
が
、
還
付
金
額
の
多
少
に
か
 

か
わ
ら
ず
銀
行
な
ど
金
融
機
関
へ
の
振
 

り
込
み
を
選
択
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。
 

還
付
の
申
告
は
一
月
か
ら
受
け
付
け
 

て
お
り
ま
す
。
確
定
申
告
期
限
（
三
月
 

十
五
日
）
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
 

署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
 

還
付
申
告
書
は
ご
自
分
で
お
書
き
に
 

な
っ
て
早
め
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

' 

,
 

,
,
，
》
I
ぐ
ぐ
ん
，
(
 

待
5
合
い
室
 

昭
和
六
十
一
年
度
の
新
春
、
あ
け
 

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

思
え
ば
昭
和
四
十
一
年
春
。
町
立
 

病
院
と
し
て
発
足
以
来
、
今
年
で
一
一
 

十
年
の
歳
月
が
た
と
う
と
し
て
お
り
 

ま
す
。
病
院
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
 

み
ま
す
と
、
赤
池
町
民
、
並
び
に
下
 

田
川
地
域
住
民
の
た
め
の
医
療
機
関
 

と
し
て
微
力
な
が
ら
福
祉
医
療
に
貢
 

献
し
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
充
分
な
地
域
医
療
中
核
 

病
院
と
し
て
の
機
能
は
、
激
変
す
る
 

医
療
情
勢
の
中
で
、
そ
の
持
て
る
力
 

を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
日
 

に
致
っ
た
事
情
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
 

で
し
よ
う
。
 

過
去
の
実
態
を
よ
く
見
極
め
、
「
」
 

れ
か
ら
の
町
立
病
院
が
地
域
医
療
の
 

担
い
手
と
し
て
の
立
場
を
明
確
に
し
 

て
ゆ
く
こ
と
は
、
今
後
の
重
要
な
課
 

題
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
 

と
、
ま
ず
、
院
内
の
診
療
体
制
で
、
 

今
ま
で
と
変
っ
た
点
は
、
外
科
、
整
 

形
外
科
系
の
医
師
が
、
非
常
勤
医
師
 

で
診
療
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
 

昨
年
六
月
か
ら
外
科
一
名
、
七
月
に
 

は
整
形
外
科
一
名
、
計
二
名
の
自
治
 

医
大
卒
の
専
問
医
が
県
か
ら
派
遺
さ
 

れ
、
実
地
に
地
域
医
療
の
専
間
医
と
 

、
 

）
ん
》
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ん
」
ぐ
ん
 

な
お
用
紙
等
は
役
場
（
税
務
課
）
に
 

も
用
意
し
て
い
ま
す
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

田
中
歯
科
▽
ダ
イ
コ
ー
赤
池
店
▽
藤
 

井
酒
店
▽
赤
池
印
刷
▽
九
光
石
油
▽
筑
 

豊
商
会
▽
真
鍋
食
料
品
店
▽
白
川
商
店
 

▽
藤
田
商
店
（
若
竹
）
▽
下
田
川
ガ
ス
 

▽
今
畑
電
器
店
▽
赤
池
事
務
所
▽
早
麻
 

豊
▽
鷹
政
建
設
▽
小
正
建
設
▽
小
松
組
 

▽
太
田
組
▽
武
末
組
▽
上
野
焼
協
同
組
 

合
十
九
窯
元
▽
香
月
章
▽
木
下
電
器
店
 

▽
藤
重
衣
料
品
店
▽
高
園
酒
店
▽
藤
高
 

石
油
▽
桑
野
組
▽
崎
山
組
▽
大
島
工
務
 

店
▽
亀
谷
組
▽
立
花
建
設
▽
中
辰
組
▽
 

ダ
イ
コ
ー
前
テ
ナ
ン
ト
ー
同
▽
松
本
食
 

品
▽
門
司
酒
店
▽
大
和
商
事
▽
赤
池
商
 

工
会
▽
柴
政
建
設
▽
明
鉱
会
▽
ニ
ュ
ー
 

ラ
ッ
キ
ー
▽
明
昭
機
工
▽
赤
池
耐
火
材
 

料
▽
筑
豊
繊
維
▽
赤
池
商
事
▽
赤
池
郵
 

（敬称略） 

11月末日住民登録 q 

（前月比） 

口 10.101( +41) 

j 4.784( +21) 

女 5.317( +20) 

帯数 3.363( +15) 

.
 

、
‘
‘
一
 

‘
‘
ー
 

‘
、
ー
 

ー
 

ー
 

ー
 

‘
、
ー
 

‘、 

し
て
、
町
立
病
院
で
、
検
査
、
診
察
、
 

治
療
に
あ
た
り
、
特
に
手
術
適
応
患
 

者
に
は
、
直
ち
に
対
応
で
き
る
医
療
 

器
機
、
器
具
、
装
置
、
設
備
を
完
備
 

し
た
第
一
線
病
院
に
変
貌
し
、
半
年
 

間
に
す
ば
ら
し
い
実
績
を
あ
げ
て
き
 

た
こ
と
で
す
。
 

新
進
気
鋭
の
医
師
を
介
助
す
る
看
 

護
職
員
に
つ
い
て
も
、
過
去
十
カ
月
 

間
の
院
内
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
の
 

結
果
を
考
慮
し
、
外
来
内
科
、
外
科
、
 

病
棟
勤
務
者
と
し
て
実
力
が
十
二
分
 

に
発
揮
で
き
る
よ
う
各
職
場
の
配
置
 

換
え
を
実
施
し
ま
し
た
。
病
院
の
顔
 

と
な
る
外
来
勤
務
者
の
若
返
り
に
重
 

点
を
置
き
、
同
時
に
院
内
全
体
の
活
 

性
化
を
図
っ
て
み
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
の
町
立
病
院
は
、
旧
来
 

の
病
院
と
し
て
の
殻
を
脱
皮
し
、
今
 

ま
で
は
地
域
の
人
々
が
心
身
に
何
か
 

異
常
を
感
じ
、
訴
え
た
人
の
み
を
診
 

て
い
た
閉
鎖
的
な
診
療
機
関
か
ら
、
 

積
極
的
に
住
民
の
健
康
を
推
進
す
る
 

医
療
機
関
。
例
え
ば
、
健
康
相
談
、
 

健
康
教
育
、
検
診
等
、
病
気
に
か
か
 

る
前
に
そ
の
予
防
を
考
え
る
医
療
機
 

関
、
住
民
に
選
ば
れ
る
病
院
に
な
る
 

条
件
を
充
実
さ
せ
、
住
民
の
医
療
を
 

守
れ
る
病
院
に
成
長
す
る
努
力
を
し
 

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
 

て
お
り
ま
す
。
 

赤
池
町
立
病
院
院
長
 石

尾
 

哲
人
 

,
,
，
、
（
ん
》
ぐ
 

、
 

、
‘
、
ー
 

」
ぐ
ん
，
》
 

, ' 
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《
ん
《
ぐ
覗
始
 

便
局
▽
八
島
組
▽
ボ
タ
山
焼
肉
店
▽
田
 

川
信
用
金
庫
赤
池
支
店
▽
吉
田
運
送
▽
 

白
川
美
智
孝
▽
平
川
建
設
▽
立
花
義
樹
 

▽
峰
建
設
▽
新
田
川
商
運
▽
山
幸
建
設
 

▽
高
林
工
務
店
▽
立
花
組
▽
水
永
雄
▽
 

吉
田
酒
店
▽
村
井
理
髪
店
▽
山
本
家
具
 

店
（
以
上
順
不
同
、
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
特
別
賛
助
会
費
（
一
口
廿
一
万
円
）
】
 

大
島
工
務
店
廿
一
口
 

【
香
典
返
し
】
 

▽
米
光
美
代
子
（
車
道
）
▽
小
田
原
武
 

志
（
大
谷
）
▽
貫
永
智
津
子
（
下
寿
町
）
 

▽
内
海
武
士
（
直
方
市
）
▽
白
川
春
枝
 

（
東
組
）
▽
小
松
シ
カ
ノ
（
大
浦
）
▽
 

針
場
英
俊
（
猿
田
）
以
上
七
件
総
額
一
一
 

十
四
万
円
、
十
二
月
十
六
日
現
在
、
敬
 

称
略
 

※
お
わ
び
廿
米
光
美
代
子
さ
ん
 

は
十
二
月
号
で
も
れ
て
い
ま
し
た
の
で
 

今
月
に
掲
載
し
ま
し
た
。
 

1 月 福祉セ／タHの行事 ド
 

【休館日】 

1日、 2日、 3日 
6日、13日、15日 
19日、27日 

※1日～3 日は 

正月休み 
【福祉バス運行日】 

休館日を除く毎日 

【演 芸】 

入館者へ自由に舞台 

を提供します。こ利 

用ください。 
【仏教講演会】 

1 月14日因午前n時から 

【心配ごと相談】 

17日、28日 

午前10時から 



第276 号 広 報 あ か い け 昭和61年1月1日 

新しい福岡県の最低賃金 

1日．3 ,374 円（時給422円） 

従業員を1人でも使用している事業主は、 

この最低賃金以上の賃金を支払わなければ 

なりません。 

なお、産業別最低賃金は次のとおりです。 

〇食料品、飼料製造業=3,625円（⑧454円） 

〇繊維産業=3, 620円（⑩453円） 

〇木材、木製品製造業=3, 826円（⑩479円） 

〇家具、装備品製造業=3, 584円（⑩448円） 

〇出版、印刷=3, 914円（⑩490円） 

〇機械、金属等製品製造業＝=3, 825円（⑩479円） 

〇卸売、小売業＝=3, 596円（⑩450円） 

※精皆勤手当、通勤手当、家族手当は含み 

ません。 

※作業や適応者の範囲など、 くわしくは福 

岡労働基準局賃金課（ft092-411-4861) 

または田川労働基準監督署（ft42-0380) 

におたずねください。 

農地の貸し借りは 

農用地利用増進事業で 

農用地利用増進事業は、農地の貸し借り 

などを農地法によらず、町が「農用地利用 

増進計画」 を作成し、農業委員会の決定を 

経て公告することにより、貸し借り（利用 

権設定）ができる事業です。 

貸し借りの期限がくれば農地は返還され 

ますし、離作料などの心配もありません。 

両者が合意すれば再設定手続きをとって続 

けて貸し借りができます。 

このように農用地利用増進事業は、安心 

して農地の貸し借りができる制度です。 

貸し手農家には 
奨励金がでます．’ 

●3年～6年未満は8千円 

●6年～10年未満は2万円 

● 10年以上は3万円 

金額はいずれもl0a 当りの金額です。ま 

た、農地をまとめて6年以上で再設定する 

と奨励金が再交付されます。 

詳しくは、地元の農業委員または役場産 

業振興課にご相談ください。 

今月の表紙 『四睡図』 

今月の表紙「四睡図」 は、赤池大和町の 

久原弘さんにお願いしました。 

「満足いくものができるかどうかわから 

ない」 と固辞されてい 

ましたが、無理にお願 

いし、このように正月 

にふさわしい、すばら 

しい絵を書らでいただ 

きました。ありがとう 

ございました。 

薯 
ら 情 
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廿
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圏
交
通
事
故
相
談
 

田
川
市
役
所
市
民
相
談
室
▽
1

月
 20 

日
 

直
方
市
役
所
市
民
相
談
室
▽
1
月
 16 

日
 

飯
塚
市
役
所
市
民
相
談
室
▽
1

月
7

日
 

時
間
は
い
ず
れ
も
 10 

時
、
 15
 

時
（
受
付
）
 

圏
乳
児
保
育
相
談
▽
1
月
 20 

日
囲
、
町
 

民
会
館
▽
 10 

時
ー
 11 

時
半
▽
生
後
2

ケ
 

月
ー
 12 

ケ
月
 

圏
心
配
ご
と
相
談
▽
1

月
 17 

日、 

28 

日
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
 10 

時
か
ら
 15 

時
 

！

一

「

．

,

,

 

●

！

●

●

【

，

,

'

.

,

 ，

、

／

j

 

● 
一

ー

！

‘

●

》

．

●

【

ノ

ー

】

 

'

!

'

？

●

‘

‘

●

、

【

一

ニ

一

 

!

，

、

【

【

‘

ニ

！

!

'

 

ノ
刀
刃
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圏
原
爆
被
爆
者
二
世
の
健
康
診
断
 
助
 

日
本
公
衆
衛
生
協
会
の
原
爆
被
爆
者
一
一
 

世
に
対
す
る
無
料
健
康
診
断
が
実
施
さ
 

れ
ま
す
。
▽
1

月
 20 

日
か
ら
 25 

日
ま
で
 

▽
飯
塚
病
院
な
ど
県
下
4
機
関
で
▽
問
 

合
せ
廿
福
岡
県
衛
生
部
予
防
課
へ
（
云
 

0
9
2
1
6
2
2
1
0
7
1
6
)
 

圏
三
種
混
合
▽
1

月
 21 

日
因
、
町
民
会
 

館
▽
 13 

時
半
、
 15 

時
▽
生
後
 24 

ケ
月
、
 

48 

ケ
月
 

圏
胃
ガ
ン
検
診
▽
1
月
 22 

日
困
、
同
和
 

対
策
中
央
研
修
所
▽
9
時
ー
 10 

時
（
受
 

付
）
▽
 40 

歳
以
上
の
人
 

※
当
日
は
、
お
茶
や
朝
食
を
取
ら
な
い
 

圏
自
衛
官
募
集
▽
対
象
者
ー
今
春
高
校
 

卒
業
予
字
者
▽
受
付
廿
随
時
▽
試
験
日
 

・
試
験
場
廿
受
付
時
に
通
知
▽
試
験
科
 

目
廿
①
筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
 

会
、
作
文
）
②
ロ
述
試
験
③
身
体
検
査
 

▽
問
い
合
せ
先
廿
自
衛
隊
飯
塚
募
集
事
 

務
所
合
0
9
4
8
1
2
2
1
4
8
4
7
 

圏
福
岡
県
青
年
の
船
団
員
募
集
 

▽
訪
 

問
地
廿
中
華
人
民
共
和
国
お
よ
び
大
韓
 

民
国
▽
期
間
廿
5

月
 17 

日
か
ら
5
月
 28 

日
ま
で
 12 

日
間
▽
参
加
費
廿
8
万
円
▽
 

対
象
者
廿
 20 

歳
か
ら
 27 

歳
ま
で
の
町
内
 

在
住
者
▽
募
集
期
間
廿
1

月
 25 

日
ま
で
 

▽
申
し
込
み
、
問
い
合
せ
廿
教
育
委
員
 

会
社
会
教
育
課
（
⑩
1
4
1
0
0

) 

圏
身
体
障
害
者
作
品
展
出
品
作
品
の
募
 

集
 

▽
2

月
 22 

日
か
ら
 27 

日
ま
で
福
岡
 

市
上
呉
服
町
の
寿
屋
ェ
レ
デ
博
多
店
で
 

身
体
障
害
者
の
自
立
更
生
意
欲
の
向
上
 

と
一
般
社
会
の
身
体
障
害
者
に
対
す
る
 

意
識
を
高
め
る
目
的
で
作
品
展
が
開
催
 

さ
れ
ま
す
。
1

月
 31 

日
ま
で
、
作
品
展
 

の
出
品
申
し
込
み
受
け
付
け
を
し
て
い
 

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
赤
池
町
身
体
 

障
害
者
福
祉
会
を
通
し
て
申
し
込
み
を
 

し
て
く
だ
さ
い
。
▽
間
い
合
せ
先
（
廿
 

2
8
1
2
0
0
4
 
内
線
 50 

番） 

総務庁統計局・赤池町 

昨年の10月1日現在で実施され 

た第14回国勢調査の人口速報が出 

ました。 

人口は、 5 年間で597 人増え、 

伸び率は6.5 ％と近年では、昭和 

45年から50年の3.7 ％に次ぐ高い 

伸び率になっており、田川郡内で 

は糸田町の6.7％に次ぐ数値です。 

これは県平均の3.6％を2.9 ％上 

回っています。 

t60年の数値は「福岡県の要計表による人口」による】 

国 勢 調 査 に よ る 町 の 人 口 の 推 移 

-~ 

35年 40年 45年 50年 55年 60年 

人 口 15,150 10,590 8,770 9,091 9,214 9,811 

性

別

 

男 7,347 5,013 4,084 4,299 4,377 4,609 

女 7,803 5,577 4,686 4,792 4,837 5,202 

世帯数 3,325 2,648 2,483 2,740 2,825 3,027 
人口の対 

前回伸率 L30. 1 L17.2 3.7 1.4 6.5 

みんなで守ろう文化財 1 月26日は文化財防火デー 


